
令和７年第１９回定例公安委員会会議録 

開 催 日 時  　令和７年６月２６日（木）午前１１時２０分～午後２時０分

開 催 場 所    警察本部

第１　定例会議 

 

　１　開催時間  　午後１時３０分～午後１時５０分　 

 

　２　出席者 

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公安委員会　勝部委員長　　久本委員　　笠田委員 

       

警察本部　　青山警察本部長　　　森本警務部長　　　渡邊首席監察官　　　

山枡生活安全部長　　細田刑事部長　　　宮田交通部長　　　　

永島警備部長　　　　山本警察学校長　　永井情報通信部長　　

 生田警務部参事官

 

            　　（事務局等～柳原公安委員会補佐室長、総務課員） 

 

 

　３　議題事項 

 

      

 

　４　報告事項 

 

 　　○令和７年度鳥取県警察通信指令・無線通話技能競技会の開催（生活安全部）

 　　○７月中の入校及び訓練概況等（警察学校）

 

 　　

 　（１）令和７年度鳥取県警察通信指令・無線通話技能競技会の開催（生活安全部）

 

    警察本部 

    　鳥取県警察通信指令・無線通話技能競技会は、第一線の地域警察官の無線通話

技能と事案対処能力の向上を図り、次の通信指令を担う人材の育成・強化を目的

として開催しており、県内９警察署の地域警察官、各チーム２人が警察署の通信

 指令担当者役と現場警察官役に任務分担して競技を行う。



　　　今年は７月１０日に警察本部において開催する予定としており、現場対応要領、

無線通話技能等を評価して順位を決定する。優秀な成績を収めた上位２所属を表

彰するとともに、本競技会の結果を踏まえ、全国大会に出場する警察署通信指令

担当者役と現場警察官役の２人を選出する。加えて、通信指令課員２人とともに、

４人１チームで全国大会に出場する。本年度の全国大会は、中小規模県を対象と

した予選会が９月１０日から１１日に開催され、予選会での上位８県が出場する

 本戦が１０月９日に開催予定である。

 

　　委員 

    　毎年テレビニュースで見させていただいているが、警察官にとって無線通話は

大事な技能であることから、しっかりと鍛えていただきたい。全国大会において

は、９月に開催される予選会を勝ち上がり、１０月の本戦に出場されることを期

 待している。

 

　　委員 

    　警察官は多くのスキルを習得していかなければならないが、無線通話技能と事

案対処能力は非常に重要なスキルだと思う。競技会を通じて、県警察全体のスキ

 ルアップを図っていただきたい。

  

　　委員　　　      

    　警察官が現場臨場する際の無線通話技術や、現場での無線・事案対処能力は重

要なスキルだと思う。全国大会の本戦に出場できるよう、頑張っていただきたい。 

 

  

   （２）７月中の入校及び訓練概況等（警察学校）

 

    警察本部 

    　７月中の入校関係について、採用時教養は初任科第１０１期・１０２期、初任

補修科第４８期の採用時教養を引き続き実施する。専科については、救急法指導

 者専科が入校予定である。

　　　令和７年７月中の行事・訓練関係等について、初任科は、７月１４日から１８

日までの間、制服実務研修を実施することとしている。また、救急法の講習、災

害警備訓練、手話講習を予定している。初任補修科は、７月４日と７日に卒業試

 験を受け、７月２５日に卒業式を迎える。

　　　令和７年６月中の行事・訓練等の状況について、初任科は中間試験の実施、無

線従事者養成講習、部外講習を受講したほか、鳥取県警察柔道・剣道大会へ出場

した。初任補修科は、鑑識教養及び初級検定、サイバー事案対処能力検定初級の

受検、基礎的捜査書類作成能力検定の受検を行ったほか、技能指導官による講習

 と部内功労者による講義を受けた。

  　



　　委員 

      毎月様々な訓練・行事等を計画し、鍛えていただいている。災害警備訓練を実

施予定とのことであるが、災害時において、警察官は特に大事な任務を担うこと

から、しっかりと教養をお願いする。手話講習について、警察官の方には基本的

なこととして身に付けていただくとともに、聴覚障害のある方は地域に多くおら

れるので、聴覚障害への理解についても併せてお願いしたい。基礎的捜査書類作

成能力検定を受検されるとのことであるが、県民の方の目の前で書類を作成する

機会が多くあると思うので、検定を通じて書類作成能力の向上に努めていただき

 たい。

 

　　委員 

      初任科生に対する制服実務研修を実施する予定とのことである。制服を着て地

域に出ることにより、改めて警察官になったという実感が湧く研修になると思う。

 併せて、現場での指導をお願いする。

　　　全部で４回にわたり、手話講座を実施されるとのことである。鳥取県は手話言

語条例を制定していることから、警察官も基本的な手話を学び、現場で活用する

 ことを念頭に、引き続き取組を進めていただきたい。

　　　部外講習として、新聞講座を実施されたとのことであった。特に若い方は、新

聞を読む習慣が減ってきていると思うが、媒体の中で最もフェイクが少ないのが

新聞である。情報のベースとして新聞を読むことは必要であるので、その点につ

 いてしっかりと教養をお願いしたい。

　　　警察学校に入校してから３か月経った。引き続き、愛情を持って厳しく育てて

 いただきたい。

  

　　委員　　　      

　　　世の中ではインターネットが普及しており、新聞を読む機会が減ってきている。

人と接する仕事をする上で、新聞を読むことは大事なことである。様々な記事に

 ついて、考えながら新聞を読み、見識を広げていただきたい。

 

 

第２　その他の公安委員会活動    

      

　１　意見の聴取 

      運転免許課から、道路交通法に基づく意見の聴取４件について、事案概要、処

　　分理由、当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。 

 

 

　２　聴聞 

      

 



  ３　事前説明       

 

 

　４　報告事項　 

 

　 

　５　決裁 

　　・審査請求書の受理について 

　　・鳥取県道路交通法施行細則の改正 

 

 

　６　公安委員会委員間の事前検討・協議等 

 

 

  ７　公安委員会補佐室からの事務連絡等 

　　　公安委員会補佐室から当面の行事予定等について確認と説明があり、了承した。


